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者が考える）宗教はどう いるであろうか。アパタニ社会は元来、太陽と月など自然崇拝 軸とする「ドニ・プロ」と呼ばれる独自の信仰を維持してきた。しかし、キリスト教ミッションの布教活動 多くの人がキリスト教に改宗してきたため、伝統的信仰は減少しつつあるようにみ る。 「ドニ・プロ」でもキリスト教の教会に対抗して独自の 会が建てられ信仰を体系化し保持しようとしている。教会に 神聖 ミトゥーン（インド北東部 ら東南ア けて生息するウシ科の動物。家畜化され伝統的な富 象徴である）の頭蓋骨が奉納され、毎週、独自の賛美歌が歌われている。しかし、男性 参加は少なく 信仰を守るのはご婦人方が主であった。　
キリスト教に改宗したある男性に聞いてみた。








的エリートによって担わ 、より抽象的で高次の社会的伝統を「大伝統」 、より日々 生活に密着した伝統を「小伝統」と呼んだが 小伝統さえ混淆的に変化が急速なのがこの社会なのである。大伝統の方も不安定化しないわけがない。そういえばイタナガル った有力者のなかには、自分たちはインドに属しようと中
こんどう　のりお／アジア経済研究所　南アジア研究グループ
インドの政治を専攻。2004 年から 2006 年までデリーのネルー
大学にて客員研究員としてインドの政治、北インドの農村開発
などについて研究。
国に属しようとどちらでもよい、都合の良い方につければよいと言っていたが、それは「国家」を仮に「大伝統」といい変えれば、理解 きるような気がするのである。　
この地域の社会構造には素人の筆者であるが、急速
に変化しているこの地も案外、伝統と近代、インド的なものと独自なものをうまく混淆してやっていけるのではないかという印象をもった。かつての日本がそうであったのだから。　
ドニ・プロ教会で別れ際に親切にも筆者がデリーま
で無事に帰還できるように信仰の歌を捧げてく た彼らが、今後どのような道をたどるか、また将来再訪てみたい地である。
新しく作られた「ドニ・プロ」の教会
「ドニ・プロ」教会での祈り：
太陽と月への自然信仰
「ドニ・プロ」教会に集まる人々：
廃れかけた伝統の信仰を受け継ぐのは女性が中心
